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就任 にあたって

学 長 下 田 晶 久

黒田前学長の任期満 ∫ご退官の後を受け、第3代 学長

として、卒業生累計897名 、人学院課程博士57名 を送 り

出 した旭川医科大学を、7月1日 付けでお預かりする事

になった。思 えば昭和54年 春、初めての卒業式に社会の

耳目が集まり、同時に大学院が開設 されて初の入学者10

名 を迎え入れた頃の事は、副学長として初代山田学長の

お手伝いをする立場にあった為か未だに記憶に新しし㌔

その頃に較ぺると現在の旭川医大は、上記の数字を見た

だけでも最早"新 設医大"の 域を脱 して、言わば青年期

に人った大学 と言えるであろう。ここに至るまでに開学

以来13年 余りの月日が経っているが、その間に払われた

教職員 ・同窓生、学生等全ての人々の努力の賜物 として

本学の今日がある事を思 う時、一層の発展を期して舵取

りさせて戴く重責を痛感する次第である。

…般に学問の府としての大学には、研究と教育と言 う

二つの機能が求められている。研究には、時流に左右さ

れない純粋な学理の追求から、その時代々々における社

会の要請に直接応える研究まで選択の幅は広い。これら

の研究活動にも必然的に、次の世代を担う人材を育てる

教育行為が含まれていることは言うまでもない。一方、

狭義の高等教育機関と位置付けられる大学の教育は、学

生に職能を身に付けさせる専門教育を目指 している。戦

後我が国の社会の高等教育志向がもたらした大学の急増

が、今ようやく反省期を迎え、大学の自己評価を求める声

が高まって来た。評価の基準は何かと言う事になると論

議の多いところであろうが、本来大学が備えるべき二つ

の機能のそれぞれにっいて問うと同時に、両者の均衡の

程度も問われなければなるまい。加えて医科大学の場合

は、教育・研究に欠かせない附属病院が即地域住民に開か

れた医療提供の場となっており、日常の診療行為も亦評

価の対象となる。そうして終局的には、卒業生 ・人々々

の活動に現れる成果こそ最も重要な評価対象であろう。

言い替えると、人'f=の知的生産には、学問的成果や技

術開発 と共に、専門的能力を備えた人作りがあると言え

よう。医科大学の場合は特に後者を大切に考えなければ

なるまい。それは卒業までに6年 間、研修医として2年

間、さらに2・3年 の経験を積んで初めて独 り立ちする

のが医師の一般的なコースであり、新鮮な感覚と情熱を

抱いて入学する若人の多くが、多感な青年期の十年余 り

を過ごす場となっているからである。孟母三遷の故事に

侯っ迄もなく個人の生い立ちはその環境に左右 される処

が大きい。医師は、疾患そのものを対象とするに留まら

ず、疾患を持っ患者を全人的に癒やさねばならない。そ

れに相応しい人間性 を培 う場が医科大学である点に思い

を致すとき、その環境作りの重要性が浮かび上がって来

る。

他方、旭川医大を取り巻く外部環境の一つに北海道の

医療事情がある。この地に新設が決定した要件の一つで

あった道北地方の医療過疎 もこれに含まれる。医師養成

に要する年月を思えば、未だ々々求めに応ずる人材を貯

えるには至っていないと考えられるが、少なくとも総合

的な医師配置のルール作りに、本学も積極的に参画すぺ

き時期に来ていると思われる。大学の側からは、卒後教

育の延長線上に据えるぺき問題でもあろう。これにはも

とより道内他大学との密接な連携が必要であり、簡単な

事とは思われないが、全国的な医師過剰の予測が明確と

なり、養成数の逓減が打ち出された今と成っては、道民

の不安と苛立ちを和らげる施策の ・一翼を担う為にも急が

ねばなるまい。
"青年期の大学"そ れは何と快

い響 きを持つ言葉であ

ろう。未来に向けての無限の可能性 を感じさせる。しか

し、同時に未熟さを容認する表現でもある。その明るい

未来は、これまでに築き上げられた⊥台の上に着実な思

考と行動を積み続ける、現在の努力があって初めてもた

らされる事を銘記したい。創設期の本学キャンパスには

重粘上が露出し、植樹も緑化 も容易に受け付けない劣悪

な地質との対応に悩 まされて米たが、努力の甲斐あって

近頃ようやく樹々に生長の兆しが見え始めた。自然環境

でさえ、工夫と努力によって改善出来る事例を身近に体

験 した今、学の内外を問わず教育 ・研究 ・診療上の環境

整備を、教職員各位をはじめ同窓生諸氏と共に精.・杯進

めて行きたいと願うものである。学生諸君もどうか日々

の充実を志 してこれに応えて戴 きたい。
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副学長に就任 して

副 学 長 安 孫 子 保

(

1へ

このたび、教育研究及び厚生補導担当の副学長を拝命

し、その責任の重さをひしひしと感じております。下田

学長の心暖まるお膳しと御助言、それに友人の励ましに

よって、このような大役を引き受けてしまいました。本

当に大丈夫出来るのだろうかと今でも心配 しているので

すから、頼りにならない副学長です。皆 さんの御指導と

御鞭健を心からお願い申し⊥げます。

さて、私は一体何 をやったらよいのだろうかと、まず

考えねばなりません。学長を補佐するのは勿論ですが(

多分学長に助けて頂く方が多いと思いますが)、 教育研

究及び厚生補導に関するマネージメントをすることにな

ります。業務は考えるだけでも頭が痛くなるほど沢山あ

ります。学校は毎日活動 しているのですから、これらの

業務を怠れば、先生方や学生さんにも迷惑がかかること

になります。学生さんの一番嫌いな試験と、それにとも

なう進級判定の業務を怠れば、学生さんはさっそく困り

ます。何しろ進級できなくなるのですから………

教育とは何で しょうか。Educationと いうのは 「引き

出すJと いう意味だというのは誰でも知っています。で

は教育は人から何 を引 き出すのでしょうか。引き出され

るものがない人はどうすればよいのでしょうか。そんな

ことを考えると教育は成り立ちません。教育は楽観的な

考えによって支えられると私は思っています。先生は自

分は教える能力をもっており、生徒はそれを受け入れて

消化する能力をもっているという前提で話をすすめて行

くうちに、本当の教育が芽生えてくるのです。先生 と生

徒の心のふれあいこそ、教育において一番大切なものだ

と思います。いくら良い機器がそろっていても、心がな

ければ教育はありません。また、教育は議義室の中だけ

にあるのではありません。研究室の中にも、サークル活

動の中にも、病室にも、いろいろなところにあります。

学生 さんは、あらゆる機会を捕えて、先生方との心のふ

れあいを求めてください。

この大学では、教職員の他、大学院生、研究生などた

くさんの方が研究活動を行なっています。なぜ、研究を

するのでしょうか。正直言って、初めは博士をとりたい

からという理由が多いと思います。これは名誉欲です。

でも名誉欲があってもよいではありませんか。人間誰 し

ももっていますし、博士をとるためにはかなりの研究を

しなければなりません。これは本人にとって有意義であ

るばかりでなく、学問の進歩にも役立っている筈です。

では、博士をとってもなぜ研究を続けたいのでしょう

か。これが問題です。研究を続けたいというのは、結局

は知識欲です。その研究成果が、すぐ役に立っとはかぎ

りません。このような極めて個人的な欲の現れである研

究に対 して、日本国は援助をしているのです。政府ばか

りではありません。民間からの援助 も沢山あります。で

すから、世の中に研究者ほど幸せな人はいないと思いま

す。研究に対する援助は、日本ばかりではありません。

世界各国の政府や民間の財団は研究に対 して、沢山の援

助をしております。その目的は単 にその国の利益のため

ばかりではなく、世界人類の利益のために援助 をしてい

るのです。

ところで、世の中には自分と同じような研究をしてい

る人がいるものです。日本の中にいなくても外国にいる

場合もあります。同じようなことを研究 している人が集

まって、その研究のことについて話 し合うと、とても愉

快であるばかりでなく、自分の研究の進み具合もわかる

し、これからどのように研究をすすめていったらよいの

かという考えも浮かんできます。また、文献を読んだだ

けではよくわからなかったところが、話し合ってゆくう

ちによくわかってくる場合もあります。従って、研究者

が交流をするということは、学問の発展にとって、とて

も大切なことです。とくに、外国の研究者との交流は大

切です。何 しろ、外国人は育った環境も教育も我々とは

違っています。我々日本人では考えもつかなかったこと

を考えていることもあります。外国人にとっても、同 じ

ことが言えると思います。我々の大学でも外国との交流

はありますが、全体としてみれば、まだまだ充分ではあ

りません。この点は何とかしなければなりません。幸い、

本学にも国際交流委員会ができましたので、これからこ

の委員会が大いに活躍することになるでしょう。しかし、

国際交流には多額のお金が必要です。国際交流のための

基金を集めるにはどうしたら良いのか、これがこれから

解決しなければならない大間題です。

とにかく、私は今、副学長一年生として、少 しでも皆

様のお役に立つためにはどうしたら良いのか、どうしな

い方が良いのかを勉強 してゆきたいと思っています。
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ある講義か ら

6月 ド旬のあるH、 黒田前'f:艮に依頼されて第1学 年

の医学概論の講義の1コ マを臨時に受けもっことになっ

た。何を話 したらよいか分らなかったが、私なりに医学

について考えて米たことや医者としての心掛けみたいも

のを何とかまとめて講義に出かけた。教室に入ると教壇

に近い席の何人かは私の方に注目したが、大多数は無関

心で互いに話 し合い背を向けたままのものも何人もいた。

暫時、教壇で待ったが私語は一向に収まる気配はなく仕

方なしに騒音の中で話をはじめたが、私譜は講義前に比

べ幾分静まったとはいえ最後まで止まなかった。話をは

じめて聞もなく1人 の学生がっかっかと教壇に近寄り、

……を忘れたので取 りに行って来て良いか、と尋ねて米

た。話の腰を折られてびっくりして許prを 与えたが、驚

いたことにそれから数分ぐらいの間隔で引きつづき2名

の学生が同じように、……したいので出ていって良いか、

という様なことを申し出て来た。3人Hの 時に私は最早、

話の筋道を忘れ、場ちがいの所に出た様な窮屈さで講義

をつづける意欲を殆どなくしてしまった。それから間も

ない或る日、私は臨床実習に米た第6学 年の学生に慨嘆

してこのことを話 し同意を求めた。ところが、彼等に、

そんなことは大 して驚くにあたらない、自分達も1年 目

の時はそんなものだったし、そのうちに良くなりますよ、

と逆に諭されてしまった。自分の学生時代はあんなでは

なかった、と思いたいのだが、昔の思い出というものは

月日とともに粉飾され、美化され、増幅されるものであ

る。大人になって大人の気持 ちで子供の時の思い出の場

所を訪れるときまって幻滅するのと同じで、6年 目の学

生達にそういわれて冷静になって振り返ってみると、社

会的環境の違いこそあれ、自分の学生時代も今の1年 口

と人同小異であったかもしれぬと思 うようになった。彼

らも結構やがて立派になって行くから何も慨嘆するには

及ばない、1年 口の学生と臨床実習に米る6年 目の学生

との対比がその成長の証擦ではないかと、改めて納得す

る気持になった。事実、学生達の変り方はb覚 ましく卒

後教育期間を含めて段階的に一・般教育課程から専門教育

課程、さらに卒後研修期間と区切ってみると彼らの成長

振りは一層はっきりするようである。修得しなければな

らぬ医学的知識の量は昔と比較にならぬ程増加 し、かつ

年々増加して行くが、若い彼 らには余り苦にならず新 し

い夫々の環境の変化に疏派に適応し進んで行 く。こうし

てみると教育環境の重要性が改めて認識されるが、丁度、

明治の者が大正の者を、大正の者は昭和の人間を、昭和

の人間は恐 らく21世紀の人間を歎く様に、時代の移 り変

りとともに何か古い時代の良 きものが失われて行く様な

杞憂から、新人類とかいわれる彼 らが本当に人の痛みが

副学 長 鮫 島 夏 樹

分る医者になるのだろうかと少 し心配するのである。医

学知識の修得にっいては何 ら心配ないのであるが、その

過程で医者の素地が出米て行 くのであろうかと思 うので

ある。

科学の進歩は事物を対象化する論理的な物の見方をう

えつけて来た反面、直観的、総合的な物の見方は遠ざけ

られて来た。この習慣は人と人との関係において互いに

共感し合 う習性を知らずのうちに失わせ、これが一般的

な風潮になった。病人を対象とする医療の基本に欠かせ

ないのが病人の気持 ちを理解することであるが、医療の

面でもこうした傾向がないとはいえない。医学概論は医

学教育の課程で必須であるが、医の倫理などといわれて

も知識としては理解 されても精神の中まで容易に組みこ

まれてこない。疾患を学問的に理解することのほかに、

疾患が患者に与える影響を知り患者を全人的に理解する

ことは結局は医師の人間性に依存するように思われる。

従って医師は豊かな人間性を身にっけるべ く努めなけれ

ばならないが、これは医学知識の修得に比ぺれば極めて

困難なことである。一朝一旦に出来ることでなく、もと

より僅か6年 聞の医学教育の期間からは大 きくはみ出し

たことであり、恐 らく幼児教育の時期から育まれねばな

らぬ問題であろう。唯、多感な学生時代であるからこそ

大いにこのことを考えてほしいと思 うのである。

近代科学の進歩は我々に機械論的見方をとらせて来た。

その傾向が増すにつれて病いの人間的洞察は稀薄になる。

これは物質文明と人間性 との必然的な関係であるかもし

れぬが、21世 紀の医学を考えるうえで非常に重要なこと

である。過 日、"21世 紀 の医学"と 題する本間.三郎千葉

人教授の興味ある講演を聞 く機会があった。それによる

と脳の生理学の分野でも人間の思考のメカニズムにもメ

スが入 りっつあるそうである。最近の生命科学の発達は

次々に新 しい分野を開拓 し今や生物の誕生にすら迫ろう

としている。こうして無限の進歩を必然とする科学は容

赦なく医療の分野に入りこみ人体を技術的に支配 しよう

とする。素朴な"生 命を救い、痛みを和らげる"と いっ

た医療の範囲は医学技術の進歩とともにひろげられ、そ

の意味は ・層複雑になった如く感ぜられる。

生命科学の謎は無限に次々と明らかにされて行くであ

ろう。とすると人間の医療はどういう方向に進んで行く

であろうか。自然科学が如何に進歩 しようとも、それは

人間の生き方を教 えるものではない。21世 紀は、人間は

結局どうあらねばならないか、が問われる世紀になるよ

うな気がする。

このたび医療担当副学長に就任 した機会に、ある講義

体験 から医学教育について感想をのべた。
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就任 にあたって

附属図書館長 笹 森 秀 雄

＼

へ

・'へ

＼

この度、牧野教授の後を受け、8月1日 付で附属図書

館長に就任 しました。僅かひと月足らずの勤務ですが、

この間、本学図書館が歩んできた経過および現在抱えて

いる諸問腿などを聞 くに及んで、今更ながら歴代図書館

長の御尽力と図書館スタッフの御苦労が理解 され、ただ

ただ頭が下るとともに、責任の重さをひしひしと身に感

じている昨今です。 「就任の辞」を書くようにとのこと

ですが、以一ドの 「図書館雑感」ということでお許しいた

だきたいと思います。

さて、人間はいろいろな記憶をもっていますが、その

記憶は、純枠に私的な個人的なものと、多くの人々が共

有する社会的なものとの、=つ に分けることができると

思います。人々の共有にならない私的な記憶は、f3そ ら

く個人の死と共に消滅 してしまうでしょうが、社会的な

記憶は、永久に生き続けるものと思います。この共有の

記憶を整理し、再利用するという画期的な能力と努力が、

今日の人類の進化を可能 にしたものと思います。したが

って、社会的な記憶を生み出 し、貯え、利用する方法を

根本的に変えることは、人類の今後の進化に触れること

にもなります。

人類はかって、二度にわたって社会的な記憶に大きな

変化を与えたとされています。アルビン・トフラーによ

りますと、 ・度日のそれは彼が 「第一の波(農 業革命)」、

二度口のそれは 「第二の波(産 業革命)」 の文明と呼ぶ

時期に起きています。

まず最初人類は、共有の記憶 も私的な記憶も同 じ場所、

つまり個人の頭の中に貯えなければなりませんで した。

部族の長老 ・賢人といった人達が、共有の記憶を、歴史、

神話、伝承、伝説といった形で記憶し、それを物語、歌、

詠唱、規範などとして後世の人達に伝えました。獣の捕

り方、火のおこし方、イカダの造り方、羊や牛の飼い方

まで、集団に伝わるあらゆる経験は、人間の神経細胞や

神経膠、あるいは染色体の中に蓄積されました。 しか し

このような形で伝承が行われていた間は、社会的な記憶

の範囲は非常に限られていました。なぜなら、長老 ・賢

人の記憶力が如何 に優れていたとしても、また歌や教訓

がどんなに記憶しやすいとしても、人間の頭の中に蓄え

られる記憶には限度があったからです。

第二の波の文明は、記憶量の増大を阻んでいた障害を

とり除いたということができます。つまり第二の波は、

読み書きの能力を社会全体にひろめ、記憶が組織的に残

されるようになりました。多くの図書館や博物館がつ く

られ、資料整理用のキャビネットが考案されました。要

するに第二の波の文明は、社会的 な記憶を人間の頭脳の

中から外へ引 き娼し、それを記憶する新 しい方法を発見

しそれ以前には考えられなかった広い範囲に行 き渡らせ

たということができます。蓄積 される知識の量が増加し

たことによって、社会的な記憶は、技術の革新や社会の

変化の速度を早め、その結果、この第二の波の文明は、

これまでにない速 さで変化し発展することになりました。

ところが今日、私達は社会的な記憶に関 して、従米 と

は全く異なった新しい段階、つまり 「第三の波」の文明

の段階に突入 したといわれています。情報伝達手段の急

速な脱画 ・化、新しい情報伝達手段の発明、衛星による

地図の作成、コンピューターによる入院患者の監視、企

業におけるコンピューターによる資料整理、こうした事

実は、私達が文明の諸活動を、微細な点まで克明に記録

するようになったということを示 しています。しかし、

この第二の波から第三の波への社会的な記憶の推移は、

単に量的なものだけに限ったものではないようです。私

達はいま、自分達の記憶に、全く新 しい一・っの生命を与

える段階にきているのだということができそうです。

先にも述ぺましたように、社会的 な記憶は、産業化の

進んだ第二の波の文明によって、人間の頭脳の中から外

に引き出され、それが書物、新聞、写真、フィルムとい

った人間がつくり出 したものに記録 されるようになりま

した。 しかしこれらのものは、すぺて受動的で静的な存

在です。その点第二の波の文明は、社会的な記憶を積極

的にひろめる働 きをしましたが、同時に記憶を凍結させ

る作用をも果したということができます。ところが今到

米しつつある第 三の波は、この社会的な記憶を多方面に

ひろめるだけではなく、更に第.二の波の時代に凍結させ

られていた社会的な記憶の生命を、再びよみがえさせよ

うとしています。それを果しているのがコンビx一 ター

ですが、要するに、紀憶量の増大とその活性化 という二

つの機能をあわせ持 っているという点で、それは大 きな

推進力になるものと思います。

今どの国の図書館も、トフラーのいうこの 「第三の波」

の文明(高 度情報化)に 洗われっっあります。本学の図

書館もまた例外ではないと思います。私はこの機会に、

これからの図書館のあるぺき姿にっいて、じっくりと勉

強 してみたいと思っております。

(社会学 教授)
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卒 業 生 の 動 向

去 る3月25N(水)に 本 学 を卒 業 した124名 の 勤務(連 絡)

先 は次 の とお りで す。

また 、4月 に行 わ れ た第81回 医 師国 家 試験 には127名

が受験 し、120名(61年 度 卒業 生118名)が 合 格 しま した。

合格 率 は94.5%(同95.2%)で した 。

(学生 課)
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王子生協病院

北海道勤医協
旭川医人耳鼻咽喉科

旭川医大第二外科
旭川医大小児科

旭川医大小児科
北海道勤医協内科 ・精神科
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沖縄県立中部病院
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旭川医大第三内科
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旭川医大小児科

鳥取大第二外科
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旭川医大精神科

弘前大第一=外科
旭川医大第一内科
旭川医人精神科

旭川医大産科婦人科

札医大麻酔科
浜松医大第二内科
民医連城南病院外科

旭川医大第」三内科

旭川保健所
旭川医大整形外科

北人整形外科

帝hi大 市原病院
関東逓信病院耳鼻咽喉科

横浜市立人附属病院

名古屋大麻酔科
旭川医大麻酔科

旭川医大麻酔科
北大第二外科

新潟勤医協
北人麻酔科
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民医連埼K協 同病院
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旭川医大整形外科

旭川医人小児科
旭川医人第一・内科

旭川医大第二外科
北大脳神経外科

旭川医大整形外科
旭川医人産科婦人科

北人循環器内科
大阪大麻酔科

北人脳神経外科
旭川医人第 ・外科

埼玉医大小児科

札医人麻酔科
旭川医人第一・内科
旭川医大麻酔科

北大脳神経外科
旭川医大眼科

国保旭中央病院(千 葉県)
旭川医大耳鼻咽喉科
川久保病院(宮 城県)

旭川医大精神科

札医大胸部外科

人阪大生化学
岩手医大第二内科
旭川医大第二内科

旭川医大第二内科

旭川医大麻酔科

旭川医大第一外科
旭川医大第三内科

岡山大麻酔蘇生科
旭川医大小児科

金沢大眼科
旭川医人皮膚科

旭川医大泌尿器科

北海道勤医協
旭川医大第一内科

旭川医大小児科

旭川医人第 一外科
札医大麻酔科

旭川医大第三内科
旭川医大脳神経外科

北人第二内科
札幌徳州会病院

茅ケ崎徳州会病院
新潟市民病院
旭川医大小児科

旭川医大脳神経外科
東北大精神神経科

旭川医大第二外科
自治医大内科

群馬大第 ㌦内科
旭川医大第二外科

旭川医人第二内科
旭川医大第 ・外科

旭川医大耳鼻咽喉科
旭川医大醒剖学第二講座

自治医大内科
旭川医大法医学講座

旭川医大麻酔科
旭川医大小児科

茅ケ崎徳州会病院
愛媛大産婦人科

北大眼科

旭川医大小児科
旭川医大産科婦人科

旭川医人小児科
旭川医大耳鼻咽喉科
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去 る61118110>か ら21日 旧)の4fllal、fli例 の 医 大 祭 が

行 わ れ まLた 。

医 大 祭 は 今f卜(「3回ilを 迎 へ 、テ'一 マITurnmgPoinし 」

に は 新 た な ノ∫向 へ σ)転 換 期 、 との 気 持 か込 め られ てい よ'む 、

開 催 中 に は 、 仮 装 行 列 ・前 夜 祭 を は じン)、 模 擬 店 ・医

ツ∴厚蔓な ど び)企[山1が'1<b'taさ れ 、,癖 ～兄の)ち に無 事 糸冬了 し ま

しノセリ(学'klI累)

三第1殖 稼糞祭:翻 蓬i畦緯賀餐、:i
第4学 年 大 坪 力

大学2年 生 の時 初 め(大 学 祭 実fif員 をや って か ら、

今 年 ま(ト実IIX61を5回 子∫ ノた、,周囲 の状 況 もあ る が、

結 果 と し(r実 行 委 員長 とい う役 が回 って きた。

実 行 委員 とLて 人学 祭 に関 わ っ(い る と外部 か ら医 大

祭 を 見れ な くなる。 そLて 、医 人祭 は自 分 た らが作 り て

い るの だ と か、 自 分た ちが作 一,ていかなくては ならないの

た と か思 い込 む よ)に な る、、実 子咳 員は そ れ な りに真 剣

に 各 企画 に取 り組 むの だ か ら ・般学 生 の協 力 や参加 か得

られ ない時 に 「み ん な、 い ・,たい医 大祭 を や る気 が あ る

U)か,,Il∫ 見代(わつそ生1よ し らけて い る。 」 あ るい は 大学

祭び)内容 その もの に対 して も 「くだ らな い。 」 と 言'・た

こ と にも成 り得 る。 これ は あ る意味 では 止 しし㌔ 碓iかに

医 た祭の 創 始期 、過 去 の パ ンフ レ ッ トや写 真 を 見 る とみ

ん なで医 大祭 を作 ・,たの だ と 詫)誇 ら しけ な印 象 を受 け

る,,今 ・とは違,た の で あ る、,

私 かz年 生 の時 、 ・度 大学 祭 をつ ふ し、jrひ 学 生 に医

大祭 を作 りis5情 熱 力己あ る か ど うか 試 し て 見 よ)。

そ し ぐ、 その情 熱 が な け れは 医 大祭 が な くなるの も11二む

な しと言.♪た意 兄か実1】委`1か ら提起 された 、,具体u<に

は 前1卜度 の 大学 祭実 子1委員 がその 年実 行 委 員 を や ら ない

と 占いだ した ので あ る。 この 年 よ り私 は 大学 祭実 行ill

7

をや る よ うにな っ た わ けで あ る が、 その日寺は こ)考 え て

いた、,1や りた い奴 が や れ ば い い,、」 そ して、 「医 人 祭

は俺 た ち実 行委tlが 作 るんだ 。」 と。

後 に人 き な誤 解 を して い た こ と に気づ いた 。 そ れは 、

実 行委 員 が医 大祭 を作 る ので は な く、実 行 委 員以 外 の 人

々の意 志 と協 力 によ り医 大 祭 が 作 られ る と 言 うこ とで あ

る,,実 行 委t1が 要で あ る こ とは確 か で あ るが 、実 行 委 員

も含め'ζ 多 くの'『;を生 が この こ と を錯 貸;して い るの で は な

い だ ろ うか,,何 も実行 委 員が 医 大 祭 の存 亡 を背 負 一プ(い

る かU)ご と く気 負 う必 要 は ない し、 そ れは誤 りで あ る。

私 は今 年 の医 大祭 で こ こ を明 確 に したか ・♪たQそ の た

め に従 来 の実 行 委 員 の仕 事 を広 報 活 動 と総 務 のみ と し、

医 大祭 にお け る催 しは 弓ぺ て学 生 か ら企 画 計画 書か提lllI

された もの を 自分 た ちで 行 うこ とと した。即 ち、 それ は

学 生 か ら企画 計 画Hが 提 出 され な け れ ば過 去盛 況 であ っ

た ス;r一 ツ大会 も前夜 祭 も医大 祭 か ら姿 を消 す こ と も考

え られ た,、この運 営 方針 を学生 に提 示 した の が4月 中 旬

で あ った か ら、学 生 に その 受 け皿 が十 分 に あ る と は言 え

な か ・・た が 、四 年間 の 実 行 委 員で 得 た 人脈 に よ りかろ う

じて スホ ・ ツ大 会 と前 夜 祭 は行 うこ と がで きた、,

この結 果 、実 行 委員 の 役割 は明 確 に な り、誰 が医大 祭

を作 るの かハ ッキ リ した の で は な い か と思 うが い くつ か

の 間 題 が生 じた,,1っ は 実 行委 員 の仕 事 が企 画 局 を除 い

た こ とに よ り非常 にっ ま らな い もの と なっ た こ と。 かつ

て実 行委 員 が企画 した 前 夜 祭 ・ス ホー ツ大 会 ・コ ン モト

トな どは今 まで大 学 祭 実 行委 員 と して関 わって こなかった

学 生 か らは出 にくい こと。そ しz、 各企画 の 横 の っ な が り

が得 に く く全体 とLて 医 大祭 と しての まと ま り を欠 いた

点 で あ る。 この問 題 は 前 夜 祭 ・スホ ー ツ 大会 な どの学 生

が 多 く参加C'き る 企画 と合 わ ぜ(考 える な らば解 決 の 糸

目 が 兄つ か りそ)(㍉ らる,,

一一・ノゴ、今IJ)桑 羨な違藍宮 方雀1・の ドで 今 まで 見 られ なか ・,

た い くっ かの催 しが登場 した。 演 劇 ・詩の 朗読 に 乗ヤ た

ヒ プ→ 肚映 ・発展 途 土 人 の 会 「大t也1に よ る展 示 ・バ ネ

ル ラ ィス カ ノシ ョ ンな どで あ る、,こ うい った 人 々 の枯 動

が 旭 医 大の 伝統 を作 り上1う為 の だ とい)思 い とそ の ノ1康

の場 が医 大祭 で あ った こ と に医 大祭 の別 の 在 り〃 を 兄い

出 した気 が'`る,,必 ザしも医 学展 に固 執4る こ とは ない 、,

我 々 は医 学 を習得 す る と[匹il時…に人 格 をも築 き上 け ね は な

らな いの だ カ・らり

話 しは 変 わ る が医 大 祭 に お け るHxも 大 事 な};客 様 は 緑

ケ丘 の小 中学 生 の 方 々 で あ る、,この 頃 、 この 少f卜少 女た

ちに夢 を'」・える様 な医 大祭 に した い と思 う様 に な ・/.。

r・供 を(f!kkと 認 め つ つ 、 その 人格 を尊 重 し、思 い川 の1

へ ・ シ と な る様 な医 大 祭 な らばi分 な価 値 が あ 砲,こ の

事 を頭 σ)隅にで も 人れ て お い てい た だ け ない だ ろ うIJ',,

最 後 に、医 大 祭 開催 に御 協 力 い た だ いた 多 くの ・般 市

民 の 方 々並 び に教 職 員の 方 々に こ の場 を借 りて敬 意 と御

礼 を 申 し上 げ る、,

{第1:i回 医 人 祭実 行 委 員 会.委員長)
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第34回 北 海道 地 区 大学 体 育 大会 は 、北 海道 大 掌 が 当番

校 とな り、7月11H(⊥:)～13H(月)の3日Ifll.開 催 され ま し

た 、、

本学 は16種llに 参加 し熱戦 を く りひ ろげ 、次 の 成績 を

収 め ま した,,

(学 生 課)
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種 目
優 勝 準優勝 3位

一

旭 医 大

4位

陸 ヒ競披

男

一

女

函教大 北 大 専修短

道女短 函教人 釧教大 io位
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　 一

棄 権

準 硬 式 野 球 北学園 道自短

室⊥大

帯奮大

樽商大
駒沢教

道⊥大
北学園

.　

軟 式 庭 球

バスケノトポール

ー

→1

%

女

男

女

札学院

道女短

道都大

道女短

道都大

一

札教大
函教大

棄 権
一 ・L

旭教大

札教大
一一一

岩教大

釧教大

北学園

皿

1回 戦

帯畜大

酵修短
2回 戦

バ レ ー ボ ー ル

ッ カ ー

旭教人

道工大
ベ ス ト8

1回 戦
釧教大
酪学園

旭川大 道工 大

帯畜大

北兄」汰
一一.一一

卓 球

男
室工大

北学圓

決 勝 トー ナ

メ ン ト進 出

予 選 リー グ

i

女 道女短 栄養短
北星学園

aLh'女短

8

一

バ ドミン トン 男 札学院 北星学園
一

一

札教大

札医大
道⊥人

T

1回 戦
一}

準 優 勝

剣 道

弓 道

(女 子 はk-'ノン)

総 合

男

女

北 大

茜駒短

旭医大

道女短
札教大
釧教大

帯畜大
一 「.

北 大
一』 一 一一 一

一一一

棄 悩

7位

10位

L一 幽 冒.『

17位

男

女

男

女

室 「大

一

北 大

小樽商大

道 都 大

道 女短

帯畜大

北 大

札教大

道 ⊥大

静{嘩短 18位

雛o厨

東躰 麟糠虫纈麟獣 会:1菱翁

第30回 東H本 医科 学`Y総 含体 育 大 会(夏 季 大 会)は 東

海 大 学 医学 部の主 管 で7N21日(火)..-8h2日(日)まt、 伊

勢原 市 を中心 に各競 技 が行 わ れ ま した 、、

本 学 は22種 目 に参hll,陸 ヒ競 技 部 ・準硬 式野 球 部 が優

勝 弓』る な ど各種 口 に好 成 績 を収 め 、総 合で は4位 に輝 く

健 闘 ぶ りで した。

(学 生、1果)

大会成績一覧
、 ■

訳 位＼一. 優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

優 勝

一[

優 勝
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一

3回 戦
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1・選 リ ー グ
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III梨

{・ 葉
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群 馬
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女医A

自 治

一

旭 医

女

1月

筑 波

旭 医

東 医
一

順 天

東 北

sk北

東 北

女 医

東 東

rl治

群 馬

横 市

山 形

Ill形

昭 和

新 潟
一一

女

軟 式 庭 球i

1女

り5

棄 権
一

nld

卓 球

男

女 3位
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バ レ ー ボ ー ル 筑 波 自 治 旭 医 3位

バ ドミン トン

男 自 治 新 潟
東 北

慈 恵
3回 戦

女 新 潟 岩 手
福 島
慈 恵

2回 戦

サ ッ カ ー 札 医 独 協 新 潟 1回 戦

バスケットボール

男 東 医 福 島 秋 田 2回 戦

女 聖 マ 新 潟 女 医 3回 戦

柔 道 東 海 福 島
群 馬
自 治

予選 リー グ

剣 道 独 協 1一 葉
昭 和

慈 恵
予選 リー グ

弓 道 昭 和 信 州 旭 医 3位

空 手 札 医 日 大 群 馬

水 泳

男 新 潟 東 北 医 歯

女 女 医 順 天 東 北

ゴ ル フ 独 協 慈 恵 東 邦

総 合 新 潟 東 北 自 治 4位

個 人

上睦

蹴

伽
繍

9
臼

」
触

8

E
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子男 2位 小 林 伸行(2年)

3位 加藤 弘明(1年)

1位 福家 信二(4年)

3位 小野沢 司(4年)

2位 加藤 弘明

4×400mR1位

円盤投

三段跳

槍 投

柔 道 重量級

弓 道

3位 横田 英典(6年)

1位 原 則行(5年)

1位 三浦 亮(3年)

優勝 泉 信一(3年)

3位 新保 和賢(6年)

霧購 撚勇醗難灘霧
この6月 で退官された黒田前学畏から、学生の課外教

育用としてピアノが寄贈されました。

贈 られたピアノは、ヤマハU30-BLと い う機種で、鍵

盤は88鍵 あります。

学生課ではこのピアノを第5セ ミナー室内調整室に置

き、医師を目指す学生の課外教育に供 し、情操豊かな人

格の完成に役 疏てたいと考えていますので、皆さんも大

切に利用してください。

(学生課)

灘鑛翻懸
本学は、学生の教育研究活動中の不慮の災害事故補償

のために 「学生教育研究災害傷害保険」の賛助会員大学

となり、加入受付事務 などを行っています。

昭和61年 度の保険請求件数は10件 で、支払保険金総額

は51万3干 円です。事故の態様は課外活動中7件 、学校

行事中1件 、正課中2件 です。

今年度は、6月 現在ですでに11件 発生しております。

本保険は、学生の互助共済 を基本として運営されてお

り、学生生活中の万一の場合に備えできるだけ全員加人

するようにしてください。

加人手続は学生課厚生係で行っています。受付期間は、

毎年4月1日 ～4月30日 及び10月1日 一一10月31日です。

保険料は6年 間で4,050円 です。

保険加入率(入 学年度別)

入学年度 入学者数 加 入 者 加 入 率

62年 度
一 「

120人 80人 66.7%

61年 度 120 85 70.8

60年度 120 69 57.5

59年 度 120 82 68.3

58年度 izo 99 82.5

57年度 120 82 68.3

合 計 720 497 69.0

(学生課)

一9一
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課 外 活 動 短 信
瞳上鏡披部

全医体(8/9横 浜 市三ツ沢総合グランド)

200m第1位 第5学 年 前田 高宏

三段跳 第1位 第5学 年 原 則行

800m第1位 第4学 年 福家 信二

400mリ レー 第1位(大 会新、3分29秒)

原 ・小林 ・福家 ・前田

ボディビルデイング部

第25回 北海道学生パワーリフティング春季大会

(5/17、 札幌学院大学)

フェザー級 第2位 第3学 年 加藤 英夫

ライト級 第2位 第2学 年 木村 圭介

総 合 第3位

襯鰍 燃 一 襯脳 襯脳 襯撒 繍 襯

駕

ア ボ ガ ドロ定数

6月10日 付朝 目新 聞 夕刊 に載 って いた ことだ が 、一連

の 基 本物理 定 数 が変 っ た 。 その 中 で、 アボ ガ ドロ定 数(

NA)と い えば物 理 や 化学 に関係 の あ る人 、 また ど こかで

い つ か物理 や化 学 の 試験 を受 けた こ との あ る人 に とって 、

大 変馴 染 深 い 、 なつ か しい 、 あ るいは か えって思 い出 す

の も嫌 な数 値 で あ る。 この値 が一定 不 変 の もの と誤 解 し

て い る人 もあ る か も知 れ ない が、昭 和62年 度 版理 科 年 表

に 載 って い る値 が、 そ れ以 前 の もの と変 って い る。昭 和

61年 度 版 には6.022045x1()23mo1-'と な っ てい た もの が 、

6.0221367×1029mol-'と なった 。 もっ と も、6.02×1025

mol-'と い う値 で 充 分満 足 して い る人 々(高 校 レベ ル)

に とって は何 ら影 響 の な い改 訂 で は あ る。

い ま まで をふ りか えっ て み る と、1960年 発 行 の物 理 化

学 の 本 には6.023×102'mol"、1971年 発 行 の理 化学 辞 典

には6.0225×1(ア3mor1、1984年 発 行 の 物 理 学 辞 典 に は

6.0220978×1027mo1-1、1984年 発 行 の 生 化 学 辞 典 に は

6,022045×1021mo1-1、 そ して1986年 発 行 の理 科 年 表 に

は6.022045×10z3morLと な っ て い る 。 言 い方 は変 だ が

・・見落 付 い て来 た よ うに思 え た もので あ る。 アボ ガ ドロ

定 数 は化 合物 の正 確 な分子 量 と密 度 を知 り、 さら にX線

回析 で その化 合物 の 結 晶 の単 位 格子 の一 辺 の長 さ を精 密

に測 定 して 算 出 され る。 今 回の 改 訂 の基 礎 とな るの は ケ

イ素結 晶の と な り同 士 の 原子 間 距 離 の測 定精 度 が よ くな

っ た こ とで あ る。新 しい値 は科 学連 合 国 際 評議 会 の科 学

技 術 デ ー タ委 員 会(CODATA)が1986年 勧 告 した もので

あ る。 勿論 アボ ガ ドロ定 数 が変 る とい ろ いろ な基 本物 理

定 数 とい われ る もの も変 って こ なけ れ ば な らな い。電 気

素 量(e)は1.60217733×10曽19C、 フ ァ ラデ ー定 数(F)は

96485.309Cmol-'、 ボ ル ッマ ン定数(k)は1.380658×

10-23jdeg-1、 プ ラ ンク定 数(h)は6.6260755×10'34i5ec

と なっ た りす る。

話 が一 ずそれ る けれ ども、 長 さの単 位 は だ れで も知 っ

て い るよ うにメ ー トル で あ る。 この基 準 も変遷 の 歴史 を

た ど って来 た 。私 く らい の年代 の 人 々 は小 学 校 で 、 「国

際 原 器 が保 管 ざれ てい て 、 そのlmが す べ て の物 指 の基

準 で す」 と教 え られた こ とを思 い 出 す筈 で あ る。 元来 は

地 球 の子 午 線 の北 極 か ら赤 道 まで の長 さの10-7倍 に基 づ

いて 、1889年 原 器 がつ く られた 。 そ の後 原 器 と光 の波 長

との 比較 が行 わ れ 、SKr原 子 の榿 色 の スペ ク トル線 の真

空 中 にお け る波長(λ 一605,780211nm)の1650763.73倍

を1mと す る こ とに変 った。 それ が1960年 の こ とで あ る。

さら に、光 の速 度 の測 定 精 度 が大 変 向rし 、現 在 は2997

92458msec-'が 定 義値 と なって い る。 その結 果 、1983年

に光 が真 空 中 で1/299792458秒 間 に進 む距 離 を1mと す

る とい うこ と にな った 。重 さの 単 位 、 キ ロ グ ラムの 方 は

1気 圧 で最 大 密度 の温 度(3.98℃)に お け る水1000c㎡ の

質量 と規定 され た。 白 金 イ リジ ウム 合 金で 作 られて い る

国 際 キ ロ グ ラム原 器 は まだ存 在 す る よ うで あ る。

こん どの理 科 年表 に お ける基 本 物理 定 数 の改 訂 につ い

て は、CODATAが5年 の歳 月 を か け、沢 山 の測 定 値 を

結 ぷ 関係 式 が 予盾 な く成 立 す る よ うに大変 な計 算 をや っ

た うえで 、調 整 され た定数 を きめ 、 セ ッ トの 形 で1986年

発 表 勧告 した事 に基 づ いて い る。 勿 論 、基 本物 理 定 数 が

変 った か らと い って 、私 が 担 当 す る化学1の 計算 問 題 の

解 答 が全部 変 るわ けで は ない。 アボ ガ ドロ定 数 につ いて

言 え ば小 数 点 以 ド4ケ タ 目か ら変 っ たわ けで あ るが、3

ケ タ 目 まで しか使 っ て い ない。 あ る雑 誌 に よ る と、 「5

年 前 に比 べ精 度 は約10倍 向上 したの で 、今 回 の よ うな全

面的 改 訂 が今 後 行 わ れ る可能 性 はほ とん ど な い よ うだ 」

との事 で あ る。 それ に して も 、教 科 書 、参 考 書 、辞 典 な

どを出 版 して い る会社 や それ に執 筆 して い る大先 生 方 に

とって は 大 変気 にな る こ と とW.u・われ る。

(化 学 教 授)
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